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要約

1994年５月，静岡県三津シーパラダイスでハナゴンドウ１頭が死亡した。頭部翼状骨洞および気
嚢から雄６隻，雌８隻の線虫を得た。雄は体長130-215ｍｍ，雌は235-312ｍｍ，半透明の角皮にお
おわれ，その前部と後部は螺旋状に湾曲する。□は長方形に開き，左右に小さな側唇を有する。頭
部に４個の亜正中乳頭と側方に一対の双器がある。口に続く咽頭はロート状に開き，その後方に神
経輪があり，更にそのやや後方に頚部乳頭，排泄口がある。食道は前部の筋肉部と後部の腺状部に
分かれる。雄虫の尾部乳頭は肛門前に３－４対，肛門後に12-13対あり，交接刺はない。雌の尾部は
膨隆し狭窄部により体部と区別される。狭窄部には陰門が開口する。虫卵は楕円形で幼虫を有し，
大きさ0.03-0.04×0.026-0.03ｍｍ・以上のように本虫はC7assicauda属の形態的特徴を備えてい

た。本属の中で交接刺を持たない主としてｌ）C6oopsBaylis，１９２０，２）Ｃ６ｅｎ"ettiSpaul，
１９２６，３）Ｃ九eZZc6or"i（HooppliandHsii，1923)Baylis，1932,4）CmQgnaJohnston
andMawson，１９３９，５）Cg7ampicoJaJohnstonandMawson，１９４１，６）Ｃｐａｓｊｌ/Ica
MargolisandPike，１９５５，７）Cta7tiZisSkrjabin，1959の７種が知られている。今回採取し
た虫体も交接刺を持たない種で，上記の７種と比較した結果，頭部乳頭の数と配列，口唇の形態，
雄虫尾部の乳頭数，また雌虫尾部の形態，および虫卵の大きさ等の特徴によってC7assicmLda

gramptcoZaJohnstonandMawson，1941と同定された。なお，走査電子顕微鏡所見で，雄虫
尾部の腹面に多数の毛状突起が存在するという新たな所見を追加した。

Ｋｅｙｗｏｒｄｓ：Ｇ７ａｍｐｕｓｇ７ｉｓｅＩＬｓ；Ｃｒａｓｓｉｃａｕｄａｇ７ａｍｐｉｃｏＺα；ｍｏｒｐｈｏｌｏｇｙ．

さらに２％のオスミック酸で１時間再固定し，エタ／－

ル系列で脱水した後，臨界点乾燥法により乾燥して，炭

素と金の蒸着を施した。

成績

虫体の形態：虫体は半透明で角皮におおわれ，体の前

部と後部は螺旋状に湾曲する。頭端は鈍円で，先端中央

にある口は，背腹の方向へ長方形に開き，厚い角皮に囲

まれ，口の側方には突出した一対の側唇がある。側唇は

幅広く，先端は鈍円で表面に２個の小乳頭が存在する。

頭部乳頭は４個で側方に一対の双器がある（Fig.３)。

□の後方には咽頭があり，背腹方から見るとロー卜状を

呈している。咽頭のすぐ後方に神経輪があり，そのやや

後方の体表に排泄口が開く。咽頭に続く食道は前部の筋

肉部と後部の腺状部に分かれる。筋肉部は細く，腺状部

は幅広く長い。頚部乳頭は食道前部付近に一対あり，突

緒ロ

ハナゴンドウ雄１頭，体長266ｃｍが捕獲。搬入lか

月後の1994年５月24日に水族館で死亡した。剖検により

頭蓋骨翼状骨洞および気嚢内から線虫が得られた。これ

らの線虫標本について形態学的検索を行い，既知種と比

較・検討した。

材料及び方法

頭蓋骨の翼状骨洞および気嚢内より雄虫６隻，雌虫８

隻を採取した。雌雄の完全成熟虫体，各３隻を選び計測

し，さらにラクトフェノール液で透化し観察した。走査

電子顕微鏡標本は採取直後の虫体を生理食塩液で洗浄し

た後，15％のグルタールアルデヒド液で30分固定し，
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Fig.１ＷｈｏｌｅｗｏｒｍｓｏｆＣﾉ.αSF/αJ"dZllg/αﾉ?lp/ＣＯ/ｑＡｍａｌｅａｎｄａｆｅｍａｌｅ・

Fig2Anteriorpartofthebodyofafemaleandthejunctionofesophagusandintestine,ventralview、
Fig.３ArrangementofthelipsandpapillaQfrontalview(ＳＥＭ)．

ＡＭａｍｐｈｉｄ,ＳＭＰ:SubmedianPapillae
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出する（Figs1and2)。

雄虫：体長130-215ｍｍ，最人111畠2.25ｍｍｏｌｌ腔と咽

頭合わせた大きさは0.12-014×0.02-0.03ｍｍ，食道筋

肉部の大きさ1.5-2.0×0.03-0038ｍｍ，腺状部は21-25

×0.20-0.28ｍｍである。神経輪は食道前端から0.25-

0.33ｍｍ，排泄｢lは0.3-0.42ｍｍに開く。頚部乳頭は一

対で頭端から1.0-1.3ｍｍに突Ⅱ)する。尾部乳頭は腹面

に２列に並び，肛門前に３－４対，肛門後に12-13対存在
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Fig.４ParasitismofCmssicα"ｄａｇｒαﾉﾌﾞzpico/αinpterygoidsinuses・

Fig.５LesionsbytheparasitismofCﾉ･assicα"ａＱｇ｢α"1pico/qinthepterygoidsinusesandairsi､uses・

ＰＳ：pterygoidsinuses,ＡＳ：airsinuses
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Fig.６Ａ:Lesionsdissectedfrompterygoidsinuses．

Ｂ：Fragmentsofwormsremovedfromlesions．

し，乳頭の配列は非対称的で変異が多い。いずれも有柄

乳頭である。交接刺はない。また，尾部乳頭近くに一対

のファスミッドがある（Ｆｉｇ．８)。更にクロアカ開口の

前方の腹面両側に長さ０１－０．３〃ｍ大の毛状突起か並ん

でいる（Ｆｉｇｓ７ａｎｄ９)。

雌虫：体長235-325ｍｍ，最大幅3.25ｍｍ・口腔と咽

頭を合わせた大きさ012-015×003-0035ｍｍ・神経論

は食道前端より0.30-0.33ｍｍ，排泄口は035-05ｍｍ

に開き，排泄管の長さは0.15-0.30ｍｍである。一対の

頚部乳頭は頭端よりｌＯ－Ｌ５ｍｍにある。食道の筋肉部

の大きさは1.5-2.2×0.03-0.04ｍｍ，腺状部の大きさは

25-28.5×028-0.30ｍｍ・雌の後体部は円錐形で膨隆し，

狭窄部により体部と明確に区別される。狭窄部は幅0.7-

0.82ｍｍで，ここに陰門が開口する。尾端から陰門ま

での距離は2.5-32ｍｍである。陰門は輪状の平滑な組

織に囲まれている（Ｆｉｇ．１０)。陰門に続いて短い膣が
あり，２本の子宮に連なる。子宮は長さ85-120ｍｍ，幅

025-0.38ｍｍで，複雑に湾曲した後，互いに平行して

前方に走り，次第に細くなり，輸卵管に連なる。輸卵管

は長さ42-65ｍｍで前方に走った後，卵巣に続く。卵巣

は長さ52-80ｍｍ，幅0.03-0.05ｍｍで食道と腸接合部付

近で体壁の筋組織内に終わる。肛門は尾端から０８－

０．５ｍｍの位置に開く。虫卵は厚い殻に包まれ幼虫を内

蔵し，大きさは００３－００４×0025-0.03ｍｍである

(Figll)。

寄生状況と病変：翼状骨jlおよび気嚢内の虫体は頭部

を粘膜組織内に浅く穿入し，後体部は腔内に遊離してい

るもの，さらに翼状骨に達し腫瘤を作り固着しているも

のがあり，中には交尾しているものもある。骨面には大

小の損傷か[窓められた（Ｆｉｇ．４，５)。虫体が貫通した部

を切断して見るとジグザグ状の穿通路が観察され虫体も

見られた（Ｆｉｇ．６Ａ．Ｂ)。病巣内の惨出液中には多数

の虫卵が存在し，胃および腸を通って排出される。また

部の虫卵は気管支より肺に流入し，肺には虫卵による

大小新旧の病巣が見られた。

考察

採取した線虫は形態的特徴からCrasstcauda属の線

虫と考えられた。本属線虫の形態については外国では，

LeiperandAtkinson（1914),Baylis（1920),Spaul

(1926),JoyeuxeandBear（1931),Skrjabinand

Andreeva（1934),JohnstonandMawson（1941)，

MargolisandPike（1955)，Chabaud（1962)，

Dollfus（1966)，Skrjabin（1969)，Robinson（1975)，

Dailey（1978)，ＧｅｒａｃｉｅｔａＺ（1978)，Stroud（1979)，

Ｒａｇａ（1987)，Lambertsen（1988）などの報告があり，

わが国ではArakietaJ（1934)，西村ら（1961)，影井・

森満（1991)，菊他ら（1995）の報告がある。現在まで

にl氾載されている種は，ｌ）Ｃａ"t/zo7Mchabaud

1962,2）CC7assZcauda（Creplinl828)，Leiper

andAtkinson1914,3）CcastamSkrjabin1969,

4）ＣｄｅＪａｍｕ７ｅα"αSkrjabin１９６６，５）Cduguyz
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Fig.７Arrangementofthecaudalpapillaeandcirrus(arrow)ontheventralsurfaceoftheposteriorpartofbody(arrow)．
ＣＩＲ:cirrus,ＣＰ:caudalpapillae

Fig､８Posteriorendofamale,ventralview，showingtheaITaI1gementofcaudalpapillae．
ＰＨ：phasmid

Pig､９PosteriorpartofamaleJateralｖｉｅｗ,showingthecilTus(alTow）（ＳＥＭ)．
CIRcirrus
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Ｆｉｇ．１OPosteriorendofafemale,ventralview.Ａ,ａｎus;Ｕ,uterus;Ｖ,vulva
FigllEggs．

pａｓ城Ｃａ，マッコウクジラ，ナガスクジラの腎臓に寄生
し，頭端部のやや後方に縊れがあり，体幅は5-7.5ｍｍ

と大きく，角皮は著しく厚い。Cta7tiZis，シロナガス

クジラの腎臓に寄生し，口唇の形態が異なり，尾部乳頭

は肛門後に６－７対，肛門前３－４対等で数の上で相違が

見られた。このたびの標本は頭部乳頭の数と配列，口唇

の形態・雄虫の尾部乳頭数，交接刺のないことおよび宿

主の種類の特徴から，Crassicaudagmmpicola

JohnstonetMawsonl941と同定された。なお走査電

子顕微鏡所見より雄虫尾部腹面の毛状突起の存在が新た

に確認された。

C7assjcauda属線虫の寄生が海棲哺乳動物の自然死

の要因をなしているとされ，特にＣｇｒａｍＰｔｃｏＺαによ

る頭蓋腔の典型的病変が多く示されている（Stroud

l979,ＲａｇａｅｔａＺ.，1982,MeadandPotter，1995)。
翼状骨洞の損傷については，Robinson（1975)，

DaileyandStroud（1978),Ｒａｇａｃｔａｌ(19m),Mead
andPotter（1995）らも報告している。本虫の翼状骨

６）ＣｇｉＺｉａﾉ１８ｍ"αSkrjabinet

７）Ｃｃａ７６ｏ"eZZiRagaand

Dollfusl966，

Andreeva１９３４，７）Ｃ・ｃａ７ｂｏ"eZZZRagaand

Balbuena1990,8）C6oopisBaylis1920,9）C

6e""etti､Spaull926，10）Ｃ・んe比6or"ｉ（Hooppli

andHsul929）Baylisl932，１１）Cg7ampicoZa

JohnstonetMawsonl941,12）Ｏｍａｇ"αJohn-

stonandMawsonl939，１３）Ｃｐａｓ肋icaMagrolis

andPikel955，14）CtartiIisSkrjabinl966，の１４

種である。この内，交接刺を持つものが７種（１－７），

交接刺を持たないもの７種（８－１４）である。今回採取

した虫体は交接刺がなかったのでこの７種と比較した。

C6oopisは宿主はザドウクジラ，ナガスクジラ，イ

シイルカの腎臓および脂皮等に寄生し，尾部乳頭数が少

ない（８－１０対)。Ｃｂｅ""ettjはトックリクジラの腎臓

に寄生し，雄虫の尾部が細長く，虫卵が大きい（0.035-

0.065ｍｍ)。Ｏ九e此6or"iはスナメリの膣周囲に寄生

し，尾部乳頭数が少ない（８対)。Ｃｍａｇ"αはコマッ

コウの腎臓に寄生し，食道部が著しく短い。Ｃ
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洞および気嚢内の寄生によって宿主は呼吸代謝と脳内血

液の循環に著しい障害を起こし，遊泳行動および採餌量

の低下を来し自然死の原因をなしたものと考察された。

’910-1913．ＰｒｏｃＺｏｏＬＳｏｃ.，Ｌｏｎｄｏｎ’222-226.

14）Margolis，ＬａｎｄPike，ＧＣ．（1955):Ｓｏｍｅ
ｈｅｌｍｉｎｔｈｐａｒａｓｉｔｅｓｏｆＣａｎａｄｉａｎＰａｃｉｆｉｃ

ｗｈａｌｅｓ・Ｃａｎ、ＪＦｉｓｈＲｅｓ.，12,97-120.

15）Ｍｅａｄ,GandPotter・ＣＷ．（1995):Ｒｅｃｏｇｎｉｚ－
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ＭＯＲＰＨＯＬＯＧＹＯＦＣＲＡＳＳ/ＣＡＵＤＡＧＲＡＭＰ/ＣＯＬＡ

ＦＲＯＭＴＨＥＨＥＡＤＯＦＧＲＡＭＰＵＳＧＲ/SＥＵＳ

ＳＨＩＧＥＲｕＫＩＫＵＣＨＩＩ）ＡＮＤＭＡｓＡＹｕＫｌＮＡＫＡＪＩＭＡ２）

ﾉﾉＫﾉﾉ(ｗ(`/7/β/o"ＩＣﾛﾉﾉＣａﾉﾉ"s///zｲﾉ２，ﾉﾘｰﾉ０，Ｒ/"ﾉ((α〃２ｃ/１０ﾉ?１２，ＹｃｌｗＭｒｏｓ/7/,Ｋα"ｑｇｑｗｑ２４２〃pclw、

２ﾉﾉzルノＶ//()ＳｃａＰｑﾉ.α(/ｍｃＡ９"c"7【ｲ"Ｉ,ﾉＶｑｇｑ/Mw7q,/V""lqz〃Ｓ/1/,Ｓﾉﾉﾉz"ｏＡｑ４/０－０２〃pα"．
●

NematodespecimensofthegenusCrqss/(Ｄｑｌｲﾛﾉｑｇｒｑｍﾉﾌﾉco/α,６malesand8females，wereobtainedfromthe

cephalicpterygoidsinusesandairsinusesofapilotwhale,ｏｒα"ﾉﾉﾌMFgﾉ7sc"s,ｄｉｅｄatthelzu-MitoSeaParadiseAquarium

inSizuokaPrefectureinMay，I994Males，Ｉ３０－２１５ｍｍｌｏｎｇ，andfemales，２３５－３１２ｍｍｌｏｎｇ，arecoveredwith

translucentcuticleandspirallycoiledinthebothanteriorandposteriorparts・Themouthisoblongandsurroundedby

smalllabiaonbothlateralsides､Theheadisprovidedwith4submedianpapillaeandapairofamphidswhicharelocated

symmetricallyEsophagusiscomposedof2parts:anteriorlyamuscularsectionandposteriorlyaglandularsection、

ExcretoryporeopensjustposteriorofapairofcervicalpapillaeMaleshave3-4pairspreanalandl2-I3pairspostanal

papillaebutlacktheｓｐｉｃｕｌｕｍ・Thebodyofthefemaleisdilatedinthemostposteriorpartwhichisdistinguishedbythe

constrictedpartfromtheother・Vulvaopensil1theconstrictedpart・Eggs,containinglarva,areoblongandmeasureO､03-

0.04×0.025-0.03mmThesearethemorphologicalcharactersofthegenusCrQW(､α"dq7specieshavebeenreported

inthegenusCrqW(ロ【ｲdqwhichhaveI1ospicula:Ｉ)Ｃ/)〔）(WBaylis,1920,2)Ｃ/)c""c/ﾉﾉSpaul,1926,3)Ｃ九Ｆﾉﾙb〔"７１/

(HooppliandHsii」929）Baylis，１９３２，４)Ｃ〃7αg"qJohnstonandMawson，１９３９，５）Ｃｇｒｑ"ﾉﾉﾌﾉc()/qJohnstonand

Mawson,1941,6)ＣﾉﾌﾞｕｓｳﾞｸﾞcqMargolisandPike,1955,7)Ｃ/oﾉﾌﾟﾉﾉﾊﾞSkljabin,l959Thepresentspecimens,whichalso

havenospicula，weremorphologicaⅡycomparedwiththesespeciesandidentifiedwithCﾉ･ａｓs/ＣＱ"ｄｑｇﾉ｡α"ﾉﾉﾌﾉ(7)m

JohnstonandMawson，Ｉ９４１ｆｒｏｍｓｕｃｈｆｅａｔｕｒｅｓａｓｔｈｅｎｕｍberandarrangementofcephalicpapillae,themorphology

oflabia,thenumberofmalecaudaIpapillae,themorphologyoffemalecaudalpartandthesizeofeggs・ＢｙＳ・ＥＭ・

observationthepresenceofmanycirruswasfirstrevealedontheventralsurfaceofmaleposteriorpart．


